
リサーチ・アドミニストレーターを
育成・確保するシステムの整備

平成23年度～平成27年度
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金沢大学学長補佐（大学改革・研究支援・国際担当）
医薬保健研究域薬学系教授 中西義信

2017.3.25



先端科学・イノベーション推進機構（O-FSI）組織

先端科学・イノベーション推進機構

学 長

機構長
理事（研究担当）

機構運営会議

戦略的研究推進プログラム
超然プロジェクト，先魁プロジェクト

研究部門

アドミニストレーション部門

外部評価会議 事務担当：研究推進部

学内各部局

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー インキュベーション施設

協力会 企業・地方公共団体・他大学 (有)金沢大学 ティ・エル・オー

設備共同利用推進室

平成29年3月25日現在

副機構長

客員教授 産学官地域アドバイザー

• 機構長・副機構長の
特命に関すること

• 国際連携の推進

• 競争的資金獲得のための戦略策定と支援
• 若手研究者の育成支援
• 各部局の戦略機能強化支援
• URAの育成

• 共同・受託研究の推進
• 知的財産に関わる情報収集と管理
• 産業に関する連携講座支援
• 地域ｲﾉﾍﾞ-ｼｮﾝ創出のための基盤創出

産学官連携・知財推進G
Collaboration and IPR Promotion Group

研究推進G
Research Promotion Group

特命担当
（国際連携）

特命担当
（産学連携）

• 機構長・副機構長の
特命に関すること

• 研究用設備の共同
利用の促進

特命担当
（渉外・情報分析）

• 機構長・副機構長の
特命に関すること

• 外部資金獲得支援

• 本学の研究力強化に係る情報収集・調査・分析（IR）及び戦略の企画立案・調整
• 本学の研究成果等に関する周知等，科学コミュニケーション活動の推進
• 本学の国際的教育研究拠点形成に繋がる研究プログラム等の推進
• 本学の将来を担う研究グループの発掘と育成
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金沢大学におけるURAの基本的な役割

大学全体の研究力強化に繋がる企画・実施・支援

研究，産学連携，国際連携，教育に関わる事項に一体的に関与

外部資金獲得支援

産学官連携支援

知財・安全管理

研究IR

研究戦略立案の支援 異分野連携の促進支援金沢大学の研究力強化

国際連携強化
国際通用性ある

教育
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URA人事制度についての検討

教授1名
准教授2名，助教2名（3名分は学長裁量ポスト）
事務職員ポストで採用 1名
（その他にテニュア事務職員を1名，URAとして出向させている）

テニュア
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リサーチ・アドミニストレーター協議会
（RA協議会）
平成27年3月11日 発足

参加機関140，参加人数514名

http://www.rman.jp/

RA協議会 組織構成

総会

運営委員会

年次大会
企画・運営
専門委員会

情報発信
専門委員会

スキル
プログラム
専門委員会

国際関係
ワーキング
グループ

事務局

第2回年次大会
（Aossa福井県県民ホール/ 福井大学幹事校）

2016年9月1日～2日

平成29年3月時点

組織会員 23機関
個人会員 116名

全395名
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URA補助事業を通じて明らかになった課題

URA補助事業を通じて明らかになった課題

・URA16名（平成28年度）中、任期無は7名
→ 任期有のスタッフは審査を経て更新（無制限）
→ 任期無への切替は都度のポストの検討が必要

・昇任は既存の教育職員・事務職員の仕組みに準ずる
→ 待遇が機関ごとに異なるため異動しにくい
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・URAの資質とは？
・URAの資質をどのように学ぶのか？


